
　
　
新
た
な
品
目
の
産
地
化
に
向
け
た

取
り
組
み
。

　
　
収
穫
ま
で
５
、６
年
か
か
る
と
言
わ

れ
て
い
る「
ア
ボ
カ
ド
」を
選
定
し
た

経
緯
、理
由
が
あ
れ
ば
伺
い
た
い
。

　
　
農
林
水
産
課
長
　佐
渡
山
安
正

　
　
全
国
的
に
も
、生
産
量
が
少
な
く
て

99
％
が
輸
入
で
す
。人
気
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
需
要
が
増
え
続
け
て
い
る
状
況

に
あ
る
。

　
　
農
家
の
選
択
肢
も
増
え
、恩
納
村
の

農
業
振
興
に
も
繋
が
る
。

　
　
農
家
に
苗
の
供
給
は
、ど
れ
ぐ
ら
い

を
目
途
に
計
画
し
て
い
る
か
。

　
　
農
林
水
産
課
長
　佐
渡
山
安
正

　
　
現
在
14
種
類
、
16
本
を
苗
畑
に
植

え
て
お
り
ま
す
。優
良
品
を
選
抜
し
、

農
家
の
苗
の
普
及
ま
で
に
は
、
概
ね
５

年
以
上
10
年
以
内
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
ア
テ
モ
ヤ
に
つ
い
て
、
村
長
に
よ
る

市
場
や
量
販
店
で
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル

ス
を
行
っ
て
、
市
場
で
の
反
応
、
評
価
、

今
後
の
需
要
の
伸
び
、
ど
う
感
触
を

得
た
か
。

　
　
恩
納
村
長
　長
浜
善
巳

　
　
試
食
会
や
ピ
ー
ア
ー
ル
活
動
を
行
っ

て
「
他
都
道
府
県
に
お
い
て
も
有
望
で

あ
る
」と
認
識
し
て
い
る
。全
体
的
に
量

が
少
な
い
。今
後
は
安
定
供
給
、
安
定

生
産
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　
生
産
量
の
増
大
に
向
け
て
、取
り
組

ん
で
参
り
た
い
。

　
　
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
や
テ
レ
ビ
放
映

で
、
ア
テ
モ
ヤ
の
認
知
度
が
上
が
り
、

消
費
も
伸
び
て
い
ま
す
。顧
客
は
増

え
た
が
、品
薄
状
態
。

　
　
ア
テ
モ
ヤ
の
増
産
に
取
り
組
む
べ

き
と
思
い
ま
す
が
、新
規
に
ハ
ウ
ス
導

入
計
画
等
は
あ
る
か
。

　
　
農
林
水
産
課
長
　佐
渡
山
安
正

　
　
平
成
30
年
度
、Ｊ
Ａ
か
ら
数
棟
の
導

入
の
要
望
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
県
の
果
樹
農
業
振
興
方
針
と
し
て
、

新
し
い
産
地
の
参
入
も
あ
り
得
る
。

産
地
間
競
争
も
出
て
く
る
と
思
っ
て

い
る
。

　
　
今
後
も
消
費
の
伸
び
が
見
込
ま
れ

る
ア
テ
モ
ヤ
、農
家
の
意
向
も
伺
い
な

が
ら
、拠
点
産
地
の
メ
リ
ッ
ト
を
有
効

的
に
活
用
す
べ
き
と
思
い
ま
す
が
。

　
　
農
林
水
産
課
長
　佐
渡
山
安
正

　
　
農
家
が
規
模
拡
大
、ま
た
、新
規
参

入
者
が
い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
、積
極
的
に
進

め
て
参
り
ま
す
。

　
　
高
品
質
な
果
実
を
安
定
的
に
生
産

す
る
に
は
、や
は
り
優
良
品
種
の
苗
の

確
保
が
課
題
で
す
。

　
　
苗
の
供
給
も
、村
で
責
任
を
も
っ
て

供
給
す
べ
き
と
思
い
ま
す
が
。

　
　
農
林
水
産
課
長
　佐
渡
山
安
正

　
　
現
在
、
苗
畑
で
種
苗
は
つ
く
っ
て
い

ま
す
。こ
れ
か
ら
は
、生
産
者
の
方
に
も

苗
づ
く
り
等
の
指
導
、技
術
も
習
得
し

て
頂
け
れ
ば
と
思
って
い
る
。

　
　
沖
縄
で
農
業
を
す
る
か
ら
に
は
避

け
て
通
れ
な
い
自
然
災
害
「
台
風
」。

ア
テ
モ
ヤ
に
つ
い
て
も
影
響
は
か
な

り
あ
る
と
思
う
。

　
　
定
時
、定
量
、安
定
し
た
生
産
を
図

る
に
は
、
台
風
対
策
の
「
風
の
軽
減

策
」と
し
て
、
内
側
か
ら
の
防
風
ネ
ッ

ト
、二
重
ネ
ッ
ト
の
検
討
が
で
き
な
い

か
。

　
　
農
林
水
産
課
長 

佐
渡
山
安
正

　
　
県
の
補
助
事
業
等
が
あ
る
か
、検
討

し
て
参
り
た
い
。防
風
林
の
整
備
も
積

極
的
に
活
用
し
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
。
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大
城
　保
　議
員

農
業
振
興

①
ア
ボ
カ
ド・ア
テ
モ
ヤ

農
業
振
興

②
拠
点
産
地
の
メ
リ
ッ
ト

防風ネットの『二重被服』テスト状況
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　門
前
町
構
想
計
画
の
現
状
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

　
　企
画
課
長
　山
城
雅
人

　
　
関
係
機
関
に
よ
り
計
画
の
推
進
を

図
って
お
り
、
昨
年
度
は
谷
茶
前
の
浜

碑
を
整
備
し
、
生
活
支
援
基
盤
整
備

の
中
で
、
住
宅
エ
リ
ア
と
し
て
位
置
付

け
ら
れ
て
い
る
場
所
に
、国
道
バ
イ
パ
ス

工
事
に
伴
う
残
土
搬
入
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

　
　
住
宅
地
域
ゾ
ー
ン
は
、
国
道
事
務

所
と
残
土
搬
入
の
調
整
中
と
い
う
こ

と
で
あ
り
ま
す
が
、い
つ
頃
か
ら
動
き

出
す
の
か
。

　
　企
画
課
長
　山
城
雅
人

　
　
森
林
法
、他
法
令
関
係
の
様
々
な
課

題
が
あ
り
、
文
化
的
価
値
の
あ
る
も
の

の
調
査
後
に
、
国
道
事
務
所
と
進
め
て

い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　
　
門
前
町
構
想
は
、
何
を
想
定
し
て

い
る
か
。

　
　ま
た
、
筑
波
大
学
視
察
訪
問
か
ら
、

門
前
町
構
想
に
お
い
て
参
考
に
な
っ

た
点
を
伺
い
ま
す
。

　
　企
画
課
長
　山
城
雅
人

　
　
門
前
町
構
想
は
、
大
学
院
大
学

ゲ
ー
ト
空
間
と
し
て
の
村
道
大
袋
原

線
沿
線
、
谷
茶
区
集
落
及
び
谷
茶
前

の
浜
碑
の
周
辺
を
「
門
前
町
地
区
」
と

位
置
付
け
て
お
り
ま
す
。

　
　
ま
た
、
視
察
調
査
結
果
は
、
国
や
県

が
企
業
等
の
誘
致
も
主
導
し
て
お
り
、

直
接
の
係
り
は
な
か
っ
た
と
報
告
が
あ

り
ま
す
。

　
　
大
学
院
大
学
門
前
町
地
区
整
備
、

村
独
自
の
基
本
構
想
は
作
成
さ
れ
て

い
る
か
。

　
　企
画
課
長
　山
城
雅
人

　
　
平
成
17
年
３
月
の
沖
縄
科
学
技
術

大
学
院
大
学
周
辺
整
備
計
画（
仮
称
）

の
み
で
す
。

　
　
現
在
、
村
と
沖
縄
科
学
技
術
大
学

院
大
学
と
の
間
で
、
意
見
や
情
報
の

交
換
及
び
共
有
は
行
っ
て
い
る
か
。

　
　企
画
課
長
　山
城
雅
人

　
　
企
画
課
の
大
学
院
大
学
推
進
係
を

中
心
に
、
連
携
及
び
情
報
共
有
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　
　
大
学
院
大
学
側
が
村
に
対
し
て
、

ど
の
よ
う
な
要
望
を
し
て
い
る
か
。

　
　企
画
課
長
　山
城
雅
人

　
　
大
学
院
大
学
の
職
員
、学
生
の
増
が

予
想
さ
れ
、周
辺
整
備
の
中
で「
宿
舎
」

を
急
い
で
お
り
、
住
宅
エ
リ
ア
に
つ
い
て
、

Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
と
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
、

整
備
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　
　今
後
、
門
前
町
構
想
は
将
来
的
な

計
画
の
中
で
、当
局
は
、ど
の
よ
う
に

実
施
し
て
い
く
の
か
。

　
　企
画
課
長
　山
城
雅
人

　
　
県
、
本
村
、
地
元
谷
茶
区
な
ど
、
関

係
機
関
と
連
携
し
、
地
権
者
等
の
合

意
形
成
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　
　
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
か
ら

の
、
税
収
の
詳
細
を
具
体
的
に
聴
き

ま
す
。

　
　税
務
課
長
　長
浜
健一

　
　
固
定
資
産
税
は
、
平
成
21
年
度
よ

り
平
成
29
年
度
ま
で
の
累
計
で
８
千

20
万
円
。

　
　
村
民
税
は
、
約
４
億
４
千
６
１
６
万

４
千
円
を
課
税
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
入
会
権
の
観
点
か
ら
、一部
を
事
業

所
分
収
金
と
し
て
、谷
茶
区
へ
還
元
す

る
こ
と
が
で
き
る
か
。

　
　総
務
課
長
　新
里
勝
弘

　
　
別
の
観
点
で
、
谷
茶
区
に
還
元
で
き

る
も
の
を
各
課
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
こ
れ
に
関
し
て
、村
長
の
答
弁
を
お

伺
い
し
た
い
。

　
　村
長
　長
浜
善
巳

　
　
課
長
か
ら
あ
り
ま
し
た
と
お
り
、
今

後
、
議
論
し
な
い
と
い
け
な
い
と
感
じ

て
い
ま
す
。で
き
る
と
こ
ろ
か
ら一つ一つ

門
前
町
構
想
が
で
き
る
よ
う
に
や
っ
て

参
り
た
い
。
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當
山
　達
彦
　議
員

沖
縄
科
学
技
術
大
学
院

大
学

現在も整備が続く「沖縄科学技術大学院大学（OIST）」


